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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 山口県総務部管財課 

②事業名 山口県農業試験場の跡地利用 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

【背景】 

山口県では、令和５年４月に「農林業の知と技の拠点」（防府市）

に移転・統合される農業試験場（山口市）の跡地について、山口県

と山口市で構成する「農業試験場等跡地利用検討協議会」を設置

し、地域の発展に資する利活用方策や周辺地域の諸課題への対応

等の検討を進めている。 

今年度は、跡地の利活用を総合的かつ効果的に進めるため、跡

地の利活用に係る基本構想を策定することとしている。 

 

【跡地利用基本構想のコンセプト（イメージ）】 

「誰もがつながり合い、共に活躍し、心豊かな生活が続いてゆく

まち」 

～実現に向けた 3 つの視点～ 

①生涯活躍のまちづくり 

 多様な人々が居場所と役割を持ってつながり、生涯を通じて

健康でアクティブに活躍することのできるコミュニティを創

造する。 

②スマートシティの実現 

 光ファイバや 5G による高度情報通信環境を整え、都市機能

の最適化と暮らしの利便性・快適性向上に向けた DX の実装

を進める。 

③脱炭素化の推進 

  省エネのための幅広い取組と再生可能エネルギー等の積極的

な導入により、脱炭素社会のモデルとなるまちづくりに挑戦

する。 

 

コンセプト（イメージ）はあるものの、民間事業者に導入を期待

する機能やその事業手法については具体的に決まっておらず、民

間事業者からの助言・提案を踏まえ決める予定としている段階。 

④サウンディングの目的 基本構想の策定に当たっては、今後の具体的な利用計画につな

がるよう、山口市の主要計画等に基づくまちづくりの方向性を踏

まえながら、跡地のポテンシャルや将来性を見据えた利活用方策

の展開をはじめ、地域が抱える諸課題や地元要望を踏まえた施設

や機能の導入などについて、民間事業者との対話を通じて、跡地
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利用基本構想のコンセプト（イメージ）を踏まえた実現可能性の

ある提案やアイデアをいただくことを目的としている。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇まちづくりのコンセプトの実現に向けて必要な施設機能や仕組

みづくり、取り組むべきソフト事業及び事業者参入の見通し 

〇適切な事業手法と事業主体・コンソーシアムメンバー 

〇地域との融合・共生のための配慮 

〇適切な事業スケジュール 

〇その他、事業実施に当たって行政に期待する支援や配慮して欲

しい事項等 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

1.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（ 公有地の有効活用             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

1.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（               ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

【跡地利用基本構想のコンセプト（イメージ）】（再掲） 

「誰もがつながり合い、共に活躍し、心豊かな生活が続いてゆく

まち」 

～実現に向けた 3 つの視点～ 

①生涯活躍のまちづくり 

 多様な人々が居場所と役割を持ってつながり、生涯を通じて

健康でアクティブに活躍することのできるコミュニティを創
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造する。 

②スマートシティの実現 

 光ファイバや 5G による高度情報通信環境を整え、都市機能

の最適化と暮らしの利便性・快適性向上に向けた DX の実装

を進める。 

③脱炭素化の推進 

  省エネのための幅広い取組と再生可能エネルギー等の積極的

な導入により、脱炭素社会のモデルとなるまちづくりに挑戦

する。 

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略における全世代・全員

活躍型の生涯活躍のまちづくりの取組を視野に入れて検討。 

⑥現状及び課題 山口市の中央部に位置する 18.7haの広大な敷地が跡地になるこ

とから、地元山口市と連携し、利用方策を検討している。 

〇地元要望 

 既存の緑地・グラウンド機能を含めた公園機能 

 大内地域交流センターの移転新築 

 その他市民交流機能 

〇農業試験場跡地の利活用に係る諸課題 

 県道山口防府線等の慢性的な渋滞 

 農業試験場のほ場の保水能力を踏まえた雨水排水対策 

 農薬等の試験研究が行われてきたことによる土壌調査 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

〇民間事業者による開発と運営を基本としている。 

〇事業用地は事業主体への長期有償貸付を基本としている。 

〇生涯活躍のまちづくりを基本とし、若者を惹きつける魅力ある

空間や子育て世代を支える空間を検討する。 

〇都市計画上の用途については、導入される機能や施設の内容に

よって、山口市において見直すことを想定している。 

〇既存施設は耐震性がないため、山口県で解体する。(令和 5 年度) 

〇既存水路は下流に利用者がいるため、機能は維持する。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和 5 年度 利用計画の策定、既存施設の解体 

令和 6 年度以降 利用計画に基づく事業者募集、決定、事業着手 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 山口県山口市大内氷上 1 丁目１番１号 

（ＪＲ山口駅から車で１０分） 

②敷地面積 18.7ha（うち農場 8.9ha） 

 

③土地利用上の制約 〇第一種中高層住居専用地域、建蔽率６０％、容積率２００％ 

〇農場部分は農地法の規制あり 

〇農業試験場施設は土壌汚染対策法の調査対象（山口県が調査） 

④所有者 山口県 

 

⑤周辺施設等 1km 圏内に、大型商業施設、小売店舗、小学校、幼稚園、保育園、

診療所が立地 
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⑥対象地周辺の環境 中心市街地へのアクセスが良い幹線道路沿いに位置し、人口集積

が進んでいる。幹線道路沿いに店舗が立地し、その周辺に住宅地

が形成されている。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

別途、山口県でサウンディング型市場調査を実施。 

山口県ホームページ「山口県農業試験場の跡地利用に関するサウ

ンディング型市場調査を実施します」 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/4/166292.html 

 

■ 添付資料 

⚫ 跡地利用基本構想のコンセプト（イメージ） 

⚫ その他参考資料 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/4/166292.html

